キャプションを活用した英語学習について
菊地　俊一
ハリウッド映画にせよABC、CNN、BBCのようなテレビのニュース番組にせよ、現在我々が見ている英語字幕付きの番組がその状態に至るには、エジソンによる動画誕生から約90年の時間を経てたどり着いていることを強調したい。とりわけ、1980年にアメリカで本格的に開始された文字放送は、耳の不自由な人々にとっては画期的なことであった。その後ADA、TDCA、Telecommunication Actの３つの法整備の結果、アメリカでは映画、テレビ番組のキャプション化は加速度的に進んでいる。

　一方、日本では1985年頃からキャプション教材が海外から持ち込まれ、大学を中心として授業で活用され始めた。1988年には授業実践報告も掲載されるようになり、1991年には学術的な観点からキャプションの効果を検証した論文が宮本節子により発表された。アメリカではすでに1970年に聾唖教育の分野でキャプション効果の博士論文が出ており1997年までに200件を越す研究論文が書かれている。日本では1988年から97年までにわずか37件しか報告がなく、今後に大いに期待される分野であることを指摘したい。

　日本では「映像、英語音声、英語字幕」の「三位一体」によるEdutainment教材として華々しくデビューした英語字幕付き教材であったが、その後の実践により英語字幕は必ずしも万能ではないことが判明してきた。特にReadingに集中するあまりListeningがおろそかになり、英語音声を100％文字化した教材を長期に渡って視聴させることは十分に英語力のない生徒達にはListening能力を向上させる観点からはマイナスに作用する懸念が生じるようになった。そこで、内容理解をする上で重要となる名詞、動詞、形容詞をキーワードの形で提示してみることにした。字幕を読むという情報処理の負担を軽減させ、そこで浮いたエネルギーを音声処理に向けさせるのがねらいである。

　国内での実験例は報告されていない。海外ではReese and Davie(1987)、Mills (1993)、Kirkland et al. (1995)による報告があるが、これらはすべて一回だけの実験であり、しかも被験者の第一言語（英語）によるものである。私が求めたかったのは被験者の第二言語（英語）の観点から、長期的にキーワード教材を視聴させることの効果である。Hwang(1991)が唯一L2(English)の観点から報告しているが、これも一回だけの実験である。

　菊地(2002)は基礎実験によりキーワードも100％字幕も映画の内容理解に支障がないことを確認し、23週の本実験によりキーワード組の優位性を実証し、キーワードで視聴覚教材を長期的に視聴することは英語のListening力を高める一つの方法になり得ることを提言した。しかし、詳しい統計処理の結果、キーワード組と100％字幕組との間で統計的有意差が示されない部分もあり、断言的な結論を導くことには慎重である必要がある。

　今後は学習者の能力、好みに応じてキーワードの分量を変えることができる教材開発に関わり、CALL教室で活用できるようにしたい。
